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 ６月のはじめに 
全校集会を開きました。子どもたちの雰囲気が、けじめが緩くなってきていると、私

たち職員が感じたからです。「決まりを守らなくても気にしない」「注意されても素直

に聞かない」様子が見られ出しました。気持ちの緩みを児童も職員も引き締めるために

一度仕切り直しをしようと職員の気持ちが一致しました。 

そこで、６月の生活目標を、学校全体で実践できて目に見える取り組みにしようとい

うことで、「廊下を歩く・階段を一段ずつ上り下りする」「注意されたら素直に『はい』

と言って直す」と設定しました。これを全校児童全員が守るようにしていこうと。 

廊下を歩くことは、簡単なことですが全員に守り切らせるのは大変難しいです。でも、

あえてそれに取り組ませようとしたのは、全校児童が一つになって、難しい目標に挑戦

して達成させる経験をさせたかったのです。 

でも、最初の２週間は、目標を意識せずに走る子が何人かいました。

注意されても、見えないところでは走るという行為もありました。ま

だ、絶対守るという意識ができていなかったのです。そこで、次の２

週間も同じ目標に取り組むことにしました。全校朝の会で、私は、「目

標は、達成するために決めます。達成すると言うことは、８９人全員

がその目標を守ると言うことです。１人でも守らなかったら達成した

とは言えません。みんなで、達成させましょう。」と話しました。子

どもたちは、黙って聞いていました。 

しかし、こんなことぐらいでは実際にできるようにはなりません。

全職員がしっかり子どもたちを見つめ、できていない児童には、その場で注意し、やり

直しをさせます。それでもまだ、走る子はいます。こちらがどれだけ本気でこの取組を

行っているか、試されているのだと思います。私は、今回は、あきらめまいと思ってい

ます。達成するまでは続ける。「靴箱の靴そろえ」もそうやって習慣になったのだと思

います。 

それにやってみて感じているのですが、「廊下を歩く・階段を１段ずつ上り下りする」

ということは、心が落ち着いていないとできないのです。これができた

ら、学校の雰囲気が変わってくるかもしれません。 

もう一つ、「注意されたら素直に『はい』と言って直す」ということ

は、学ぶための基本ですし、これができれば、社会に出ても、自分の力

を伸ばして存分に発揮することができると強く思います。このことは、

ご家庭においても皆さんが日々取り組んでいらっしゃることではない

でしょうか。 

なかなかすぐに達成できることではないかもしれませんが、子どもた

ちが幸せな人生を歩めるように頑張りたいと思うのです。 

 

 

日 曜 行事 給 下校 

１ 日    

２ 月 読み聞かせ（低） ○ 通常 

３ 火 ３年食育授業（４校時） ○ 通常 

４ 水  ○ 通常 

５ 木  ○ 通常 

６ 金 １・２年防犯教室（５校時） ○ 通常 

７ 土    

８ 日    

９ 月 
ぶっくまる巡回 

４年食育授業（５校時） ○ 通常 

10 火 交通指導 短縮④ ○ 13:30 

11 水 短縮④ ○ 13:30 

12 木 短縮⑤ ○ 15:00 

13 金 短縮⑤ ○ 15:00 

14 土     

15 日    

16 月 海の日   

17 火 短縮⑤ ○ 15:00 

18 水 短縮⑤ 給食最終 大掃除 ○ 14:00 

19 木 終業式 通学班会 短縮③  × 11:30 

20 金 水泳教室・練習  個人懇談   

21 土    

22 日    

23 月 水泳教室・練習 図書室開館   

24 火 
水泳教室･練習 図書室開館 

個人懇談  
  

25 水 津山市水泳記録会    

26 木 
美作水泳練習 Ｐプール開放  

図書室開館 
  

27 金 
美作水泳練習 Ｐプール開放  

図書室開館 
  

28 土    

29 日    

30 月 美作水泳練習 Ｐプール開放   

31 火 
美作水泳練習 Ｐプール開放  

図書室開館 
  

８月 １日（火）美作地区学童水泳記録会 

  １３日（月）～１５日（水）閉庁 

１９日（日）Ｐ親子奉仕作業 

２７日（月）２学期始業式・短縮③ 

２８日（火）給食開始 夏休み作品展 ～２９日 

９月 １日（土）科学作品展 

 

 

 お忙しい中、ご参加いただきありがとうご

ざいました。また、お世話くださった事業部

生活部の皆様、感謝申し上げます。 

 これからも、学校、家庭、地域が協力して

秀実の子どもたちをより良く育てていきたい

と思います。 

どうぞ、よろしくお願いします。 

夏休みのプール解放について 
 

地区懇談会でも、お話があったと思いますが、

今年度はビート板を使っても良いことになりま

した。これは、昨年度、子どもたちが、ルールを

守ってプール開放に参加できたということだっ

たので、子どもたちの要望を叶えようということ

で行います。 

これも、左に書いていることと関連があるので

すが、ルールを守れば自分たちにとって良いこと

があるということを経験させたいという思いな

のです。 

ですから、逆をいえば、 

ルールを破れば、自分のした 

いことができなくなるという 

ことも言えます。 

 このことを分からせるために 

どうか、当番をしてくださるときは、妥協なく子

どもたちを指導してください。不適切なビート板

の使用をしていて、当番の方の注意を聞かないこ

とがありましたら、すぐにビート板の使用をやめ

させてください。それ以降、プール開放でのビー

ト板の使用はできなくなります。 

 秀実の子どもたち全員が、ルールやマナーを守

る意識がもてますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

 暑い中での監視ですので、くれぐれも熱中症に

ならないように、ご自身も子どもたちも十分な水

分補給を行ってください。 

 

 大変お世話になります。どうぞよろしくお

願いいたします。 


